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論文内容の要旨 (1，000字":'2，000字でまとめること。)

中等度から重度の脳性麻簿児では自立した立位姿勢を保持することが不可能であり、また、

関節拘縮・脊柱側脅を有することが多いため、正確な身長測定方法が困難である。身長測定が

困難な者に対する身長の推定方法としては、Ai骨長等の長管骨長から身長を推定する方法があ

る。しかし、これらの方法が関節拘縮・脊柱側轡等の身体変形を有する脳性麻捧児に対して適

用可能であるか否かは不明である。本研究では、中等度から重度の脳性麻庫児ならびに定型発

達児について高い測定信頼性を有する方法を用いて身長および座骨長の測定を行い、座骨長か

ら身長を推定する回帰式を作成するとともに、その臨床的有用性について検討を行った。

Gross motor function classification system (GMFCS) レベJレIII~Vの脳性麻捧児 (3歳~

12歳:平均年齢8.3%2.%器)および同年代の定型発達児(平均年齢7.5土2.6歳)を対象とした。

脳性麻憲児群のうち34名 (68%)がGMFCSレベルVであった。また、脳性麻簿児詳のうち40

名 (80%)が下肢関節拘縮あるいは脊柱側考を有していた。脳性麻簿児群に対しては分割法を

用いた身長測定および座骨長測定を行い、定型発遺児群に対しては立位身長測定および膝骨長

測定を行った。単回帰分析により脳性麻捧児群・定型発達児君事各々について腔骨長から身長を

推定する回帰式を作成し、腔骨長と身長の関係について、脳性麻薄児群と定型発達児群の間の

相違を検討した。さらに各々の群について年齢と腔骨長との関係を求め、両群聞の相違につい

て検討した。

腔骨長から身長を推定する回帰式は、脳性麻症児群において(身長)=(座骨長)x 3.42 + 31.82 
[cm] (R2=0訓)、定型発達児群において(身長)= (座骨長)x 3.25 + 34.45 [cml (R2 = 0.91) 
であった。これらの2つの回帰式の聞には有意な差を認めなかった。また、脳性麻簿児詳の座

骨長は同年代の定型発達児と比較して有意に小さい値を示した。

本研究の結果から、脳性麻捧児と定型発達児では身長と腔骨長との聞の相違は認めず、脳性

麻慈児においても座骨長から身長を推定するととが可能であることが示された。中等度から重

度の脳性麻癒児では立位での身長測定が不可能である。また、関節拘縮および脊柱側望号等の変

形を有することが多いため、臥位での身長測定は煩雑で時聞を要し、測定者は方法に習熟する

必要がある。一方、座骨長測定は高い測定信頼性を有し、短時間で簡便に測定を行うことが可

能である。また、本研究で得られた回帰式を適用するこさにより、座骨長から身長を推定する

ことが可能である。以上の理由により、中等度から重度の脳性麻簿児における成長評価におい

て、Ai骨長は身長の代替的な指標となり得ると考えられた。
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要 旨

身長は栄養評価をする上でも重要な基本因子である。しかし、中等度及び重度の脳性麻

簿児では立位保持が困難で、拘縮や側毎も頻繁に合併する。そのため、正確な身長測定は

極めて難しい。本研究は中等度から重度の脳性麻簿児を対象に腔骨長から身長を推定しょ

うとしたものである。中等度から重度の脳性麻簿児と同年齢の定型発達児を対象に腔骨長

と身長の関係、回帰式を求めるとともに重回帰分析を用いて両群の回帰式の差異を検討した

。その結果、①定型発達児と脳性麻痩児における腔骨長と身長の回帰式はほぼ一致する②

同一年齢で比べると、脳性麻癒児では定型発遺児に比べてAi骨長、身長共に低い、ことを

数理モデノレより証明した。中等度から重度の脳性麻簿児のケアを行う上で、児の身長推定

が容易となり、 BMIなどの栄養指標の導入も可能となった。今後、脳性麻簿児にとって適切

な栄養とは何かを考え、全身の健康管理を行う上で極めて有用な成果と考えられる。

対象年齢が12歳以下に限られ、思春期や成人期の子どもに応用できないという限界はある

ものの、臨床的な実践的課題を精密な測定と数理解析より解決した本研究は、臨床と基礎

をつなぐ知の集積として高く評価できる。その成果は、既にBrainDev. (電子版)に掲載

されており、世界中の小児神経学研究者から注目を集めている。よって学位申請者木原健

ニ氏は博士(保健学)の学位を得る資格があると認める。
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